






主なJRATの活動

生活不活発とそれに伴う
災害関連疾患の予防と対策

避難所では災害による混乱や不慣れな環境により、生活が不活発になります。そのた

め、身体や認知機能の低下、呼吸・循環器疾患、深部静脈血栓症（DVT）などの生活

不活発病が生じやすくなります。これらを予防するために、発災早期より災害リハビ

リテーションチームとして関わり、避難された方々の健康的な生活と活動を支えます。
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1.避難所での下肢筋力の評価と訓練
2.生活不活発病予防のための集団体操
3.歩行の介助と練習

4.避難生活での問題点を聴取
5.階段昇降の介助と練習
6.レクリエーション（風船バレー）

7.応急的に作成した短下肢装具
8.ベッドからの立ち上がりの練習と杖の調整
9.避難者への再評価



避難所を訪問し、状況を伺いリハビリテーショントリアージを行うところ

141210

151311

10.レクリエーション（屋外での体操）　
11.繰り返し行う評価

12.関節可動域訓練
13.長期化した避難生活への支援

14.松葉杖の調整と練習
15.詳細な聞き取りと評価



生活環境の改善や工夫

避難所は高齢者や体に不自由のある方にとって生活や移動が困難な場所となりま

す。単に動きづらいだけでなく、転倒などのリスクも生じます。現地の避難所管理

者や保健師等と協力して、避難所の評価や整備、福祉用具の手配や活用によって生

活環境を改善するよう努めていきます。
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1.新しく作られた歩行スペースの評価
2.段ボールベッドの環境調整
3.フロアマットでの歩行の確認

4.立ち座りのための福祉用具の配備
5.視覚障がい者用誘導テープ
6.避難所出口の段差の解消作業
7.縁側の高さの評価

8.避難所の階段の評価
9.寝台の高さ調整
 10.出入口の動作の確認



地域や災害支援団体との連携した活動

災害時には様々な団体による支援活動が行われます。私たちは、被災地域の方々、

避難所責任者、保健所・保健師、災害（医療）支援チーム、また現地対策本部や医

師会、行政等と信頼関係を構築して活動します。被災地域の特性やニーズに沿った

支援を心がけ、積極的にコミュニケーションを図っていきます。

3

3 6

1

4

752
1.医療支援チームミーティング
2.JRAT現地対策本部

3. JRAT内での活動ミーティング
4.他団体との情報共有のための会議　
5.保健師と協働した個別評価

6.多職種で行う避難所の評価
7.地域のスタッフへの情報の共有と引き継ぎ



一般社団法人日本災害リハビリテーション支援協会事務局
〒101-0047
東京都千代田区内神田2丁目4番2号　一広グローバルビル5階
Email：jrat-office@jrat.jp
☎090-5799-2057（事務局直通携帯） https://www.jrat.jp/
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JRAT及びリハビリテーション専門職の
災害救助法における位置づけについて
2024年6月28日、国の防災分野の最上位計画である『防災基本計画』の修
正が行われ、支援団体としてJRATが明記され、2025年6月28日の『防災
基本計画』の修正では、「国（厚生労働省）及び都道府県は日本災害リハビリ
テーション支援協会（JRAT）、日本栄養士会災害支援チーム（JDA-DAT）等
との連携等に努めるものとする。」という一文が明記されました。また2025
年7月1日には災害救助法等関連法制の改正が施行され、『救助法において、従
事命令の対象となる「医療関係者」の範囲として、栄養士、管理栄養士、理学
療法士、作業療法士、言語聴覚士、歯科技工士を新たに追加することとする。』
され、正式にリハビリテーション専門職が法律にも明記されたことになりま
す。これも多くの仲間の努力と皆様のご理解・ご支援があったればこそと、深
く感謝申しあげます。また都道府県行政と地域JRATとの協定締結そして地域
防災計画や地域医療計画「災害医療」への地域JRATの明記が実現していくよ
うに、なお一層の努力・展開を行っていく所存です。


